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米国大学図書館の状況の整理米国大学図書館の状況の整理



米国 大学図書館は す に「大量デジタ米国の大学図書館は，すでに「大量デジタル
化」の時代を迎えている

書籍の「大量デジタル化」は新しい電子書籍
の購読と古い紙媒体の書籍のデジタル化とにの購読と古い紙媒体の書籍のデジタル化とに
より進んでいる

図書館のサービス，電子資料の保存，紙媒体
資料の保存が課題となっている資料 保存が課題 な る



HATHITRUSTとはHATHITRUSTとは

米国の の主要大学によ て立ち上げられた米国の23の主要大学によって立ち上げられた、
協同デジタルリポジトリ

学術研究利用を主眼にデザイン

G l B k S hのバ クア プ的機能も担うGoogle Book Searchのバックアップ的機能も担う

2010年10月現在、約680万冊のコンテンツを収録2010年10月現在、約680万冊のコンテンツを収録
（うちパブリックドメインは約145万冊）

著作権保護期間内の資料は 検索のみ可著作権保護期間内の資料は、検索のみ可
（検索語の出現頻度等がわかる）



わが国大学図書館の現状わが国大学図書館の現状



図書館予算の構造的な変化図書館予算の構造的な変化
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慶應義塾大学で利用可能な言語別の電子媒体資料慶應義塾大学で利用可能な言語別の電子媒体資料

電子書籍（冊数） 電子ジャーナル（タイトル数）

英 語 17,700 冊 36,000 タイトル

日本語 600 冊 1,400 タイトル（商用100）

中国語 9,000 タイトル

韓国語 1 400 タイトル韓国語 1,400 タイトル



増加する資料費 大多数は外国 電子ジ増加する資料費の大多数は外国の電子ジャー
ナルに

利用の多さ（重要誌を網羅）利用の多さ（重要誌を網羅）

契約方式（一括契約）



国内の電子学術書国内の電子学術書

電子学術書の少なさ電子学術書の少なさ

図書館での購読モデル・利用モデルが確立さ図書館での購読モデル 利用モデルが確立さ
れない。

（現行は紙媒体に準拠）（現行は紙媒体に準拠）

← 悪循環環



大学図書館での電子学術書の利用

しかし学術書の利用は落ちていない

大学図書館での電子学術書の利用

しかし学術書の利用は落ちていない。

しかも，新刊書籍だけが利用されているわけしかも，新刊書籍だけが利用されているわけ
ではない

← 少し古い本をデジタル化し提供する

可能性可能性



理工学部・出版年別の貸出タイトル数

3500

理工学部・出版年別の貸出タイトル数

電子書籍で流通の可能性
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慶應義塾大学理工学メディアセンター（図書館）の貸出記録から、2004～2009年度の6年間で1回以上の
貸出があったタイトル数を出版年別でカウント。10年以上前（2000年以前）の資料も一定数利用されてい
る



なんで日本で電子書籍が進まないか？なんで日本で電子書籍が進まないか？

出版社出版社

ビジネスの不安

技術的な不安

コストをかけて踏み込めないコストをかけて踏み込めない

図書館

良い商品がないので買えない

電子ジャーナルの対応で手一杯電子ジャ ナルの対応で手 杯

プラットホーム不在



このギャップを乗り越えるために何が必要かこのギャップを乗り越えるために何が必要か

不安で
商品が

不安で
踏み出
せない

商品が
ないか
ら買え
ない

相互理解
ビジネスモデルの検討

図書館でのモデルの検討
使えるものにするための品揃え
使ってもらうための誘導、インターフェース使ってもらうための誘導、インタ フ ス

技術評価
iPadなどのデバイス評価
学生が使いやすいインターフェース学生が使いやすいインターフェース
図書館で使えるDRM

このために出版社・図書館で協力して実験を行いビジネ
ス基盤を検証するス基盤を検証する



実験の説明実験の説明



各担当の役割各担当の役割

コンテンツ オ サリングコンテンツ
・ 電⼦書籍化するタイトル選定
・ 電⼦化に伴う権利処理

オーサリング
・書籍のデジタル製版
・ データフォーマット

⼤学図書館

・ 電⼦化に伴う権利処理
・ 実験期間中の無償提供

・ デ タフォ マット
・ One Source Multi Use 実験

⼤学図書館
・よく使うタイトルの選定
・ 被験者、実験場の提供被験者、実験場の提供
・利⽤者の意⾒を集約

システムシステム
・ビュアー マルチフォーマット

マルチデバイスマルチデバイス
・書籍データの管理・配信
・ 合理的なDRMと利⽤ログの集積



実験モデルの説明

蔵書検索
KOSMOS

共通認証システ
ム

学術出版社
コンテンツグループ慶應義塾⼤学

実験評価グループ
京セラコミュニケーションシステム

システムグループ
⼤⽇本印刷KOSMOS ム

電⼦学術書プラットホーム
⼤⽇本印刷

オーサリング
グループ

紙
書籍の選定
著作権処理

DTP

著作権処理
電⼦化決定

スキャ
ン

貸出期限付き
暗号解読機能
貸出期間延⻑

全⽂検索
DTP

校正

貸出期間延⻑
返却

暗号化データ
Logファイル

利⽤者(学⽣)
電⼦学術書

スキャン
OCR
校正

オーサリング
利⽤者の評価

電⼦学術書

1
4



実験のための許諾契約（案）

コンテンツコンテンツ
出版社 著作者との権利処理出版社出版社

・許諾済書籍データ

書籍データ帰属に関する契約 書籍データ利⽤に関する契約

の提供
・提供中⽌の権限
・利⽤ログの請求

・実験内容の提⽰、追加
・対象者（全学、個⼈認証）
・使⽤環境
・コンテンツ使⽤権の設定・ 資料提供

・書籍データ納品
・ 納品データの

利⽤実験オ サリング

コンテンツ使⽤権の設定
・書籍データ保護責任と免責
・利⽤ログ、モニター調査の提供

・ 資料提供⼆次利⽤

利⽤実験
(慶應義塾)オーサリング

（⼤⽇本印刷）

義塾が定める個⼈情報保護管理 提供 義塾が定める個⼈情報保護
・データ保護（制限、機密保持、漏洩防⽌）
・利⽤ログの請求

・管理システムの提供
・利⽤ログの提供
・専⽤端末の貸与

システム
（京セラコミュニケーションシステム）

データ保護に関する委託契約
開発したシステムの帰属



実験の目的実験の目的

コラボレ ションコラボレーション
出版社や書店が商品を作って売り それを図書館が
買う ということではなく買う ということではなく

共同して、学生のために商品を開発するというコラ
ボレーションを行う

実験でマーケッティング・技術的な課題を連携
して検討する
ビジネ 確立 向 た実証実験ビジネス確立へ向けた実証実験

← 長期的に読者、研究者、利用者を確保し、← 長期的に読者、研究者、利用者を確保し、
日本語の文化を維持・発展させることに



利用実験の方法(予定)利用実験の方法(予定)

図書館システムからのサ ビスでの誘導図書館システムからのサービスでの誘導

学生モニターの公募による アンケート 聞学生モ タ の公募による アンケ ト 聞
き取り調査の実施

利用ログからの分析利用ログからの分析

授業での取り組み検討

iP d 等のアプリ機能拡張による学習利用評iPad 等のアプリ機能拡張による学習利用評
価



スケジュ ル(予定)スケジュール(予定)

2010/11 2011/03 基礎実験2010/11 – 2011/03 基礎実験
プラットフォームを開発し、実際に使える環境を用意し
て、問題点を明らかにする
コンテンツグループ意向をもとに実験モデルの確定
実験モデルでの学生利用と評価

2011/04 2011/092011/04 – 2011/09
コンテンツを増やし、学生実験の推進
プラットフォーム デバイス機能の拡張プラットフォーム、デバイス機能の拡張
教員、授業での利用、他大学との協力の検討
モデル評価、問題点の検討デル評価、問題点 検討
貸出期間、印刷などの課題検討

2011/10 – 2012/03
コンテンツを増やし、具体的なビジネス利用のイメージ
で実験



学術書全体の電子化のコンセプト学術書全体の電子化のコンセプト

パブリックドメイン
国会図書館

新刊市場

電⼦書籍

ここ領域のデジタイジング
国会図書館
⻘空⽂庫

Google BOOKs
図書館
での利用

出版 数年 ５０年以上
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お願いお願い



出版社の皆様へ出版社の皆様へ

協力 実験を進めるために 著作権処理済協力して実験を進めるために、著作権処理済
みの書籍の提供をお願いします。

実験についての意思決定は、みなさまの合意
で行なわれますで行なわれます。



ビジネスや技術にビジネスや技術に
関心のある皆様へ

これはオープンな実証実験です。

関心のある方のご協力をお願いします。


